
  

  

 

 

 

10月 1日（日）に第 3回静岡県ピア交流会が静岡市のもくせい会館で行われました。 

 この交流会は、ほっこりピアの絆、なないろの会、ピアサポート連絡会の交流から始まり、毎年 10月の第 1日曜日をピア

の日とし、交流会を行なっていました。そして 3 団体の交流ではなく、県の事業になり、さらに交流の場を広げようとなった

経緯があります。 

 今年は、県内のピア、関係者の 72 名もの方に参加していただき、大盛況だったと思います。普段接する事のない人たち

と、顔のみえる交流ができて良かったと感じます。前半はピアと専門職は別々のグループ、後半はピアと専門職の混成グル

ープで行われました。 

前半も後半も、時間が足りなかったという感想も多く、沢山の笑顔も見られました。こうした交流は非常に大切なものだ

と感じます。（ピアの交流をする事をあらわす動詞）「ピアる」という動詞も誕生し、今回の交流会で「ピアられた人」がいっぱ

い居たのではないでしょうか？                                                                           

印象的だった事は、最初のチェックインで参加動機を話す時に自分の声で話せなかった方が、終わりのチェックアウトの

時は感想を自らの声で話してくれたこと。他に多様な価値観を受け入れてもらって、嬉しかったなど感想があったことです。 

来年はさらに多くの仲間を誘って参加していただき、もっと大盛況になることを願っております。なかせのピアスタッフも

「ピアられて」、元気に月初を過ごしました。 

運営に携わってくれた、社会福祉法人こころの皆さま、ありがとうございました。 

（サポートセンターなかせ ピアスタッフ 石川・山崎） 
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まごころ農園ではサツマイモの収穫を行いました。サツマイ

モの品種は紅あずまで、甘さとねっとりとした食感が特徴で

す。以前はイノシシに荒らされてしまい、ほとんど収穫でき

ませんでしたが、最近は電気柵のおかげもあり、量・形とも

に申し分のないサツマイモができています。今年も豊作で、

職員も利用者もこの時を楽しみにしていました。これからさ

らに甘くさせる「追熟」を行うため、追熟の終わる１か月後

が楽しみです。          （ 上柳 光 ） 

かのん 

10/21（土）、韮山福祉・保健センターにて、『第 19 回

伊豆の国市民ふれあい広場』が開催されました。 

ゆめワークからは、パンと飲み物を販売。開始直後か

らテント前には行列ができ、６００個用意していたパ

ンはお昼前に完売しました。多くの方にゆめワークの

パンを手に取っていただき、メンバーさんから 

「嬉しいね！」と声が聞かれました。 （ 杉山 美幸 ） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

ゆめワーク 

コーポ狩野 

10月 2日（月）防災訓練を行いました。はじめに施設内で火災

が起きた際の対応を学びました。消防署と連携して通報訓練を

行い、メンバーさんは緊張していましたが落ち着いて場所や状

況を伝えることが出来ました。次に水消火器を使った消火訓練

です。戸惑いながらも徐々にうまく標的に当てられるようにな

りました。最後はピット 28まで歩き、避難場所の確認をしまし

た。こういった日々の練習が、いざという際の落ち着いた行動

につながるのだと皆で再確認しました。   （ 赤堀 元香 ） 

 

 

（ 氏名 ） 

コーポ狩野では、月に 2回のメンバーミーティングの後に利用

者全員で役割分担をして、施設内の清掃を行っています。皆さ

ん掃除の手順を心得ていて、テキパキした動きに圧倒されるば

かりです。「旅館に勤めていたことがあるからね」「掃除が好き

なの」等新たな一面を知ることもできました。 

これからも皆で綺麗な住まいで気持ちよく生活できるように

していきたいです。         （ 勝又 美智子 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りりぶ 

今月号表紙にあります「静岡県ピア交流会」に参加しました。ピアサポートに関する活動は個人的にも以前

より関わらせていただいており、このような公式の形になり開催されていることを感慨深く感じます。ピア

サポート活動はこのような行政機関等が関わる公式なものと、それとは異なるインフォーマルな内容とのバ

ランスが重要だと思っています。前者・後者共に専門職の関わりは必須ですが、その枠組みの設定・当日も

含めた運営への関与など、ピアスタッフ・サポーターとその調整自体を協働する中で前進させていくことが

ポイントであると経験的にも感じています。その過程の中で専門職個人として得るものも大きいです。その

得られることは個別の支援に関わることも繋がっていると実感します。       （鈴木 伸二） 

―この映画の刃は、あなたに向けられている― 

個人的な話ですが、10 月 13 日に公開された映画『月』

を観に行きました。作品は、障害者施設で起こった実際

の事件を題材にした同名小説が映画化されたものです。

最初の言葉は、本予告映像のもので、鑑賞した後であら

ためて刺さると感じます。ご覧になった方は、どのシー

ンや言葉が印象に残っていますか？  （ 石田 由貴 ） 

９月２１日（木）令和５年度第２回介護・障がい分野連絡会議（市内包括支援センター・相談支援事業所に

よる連絡会）に出席しました。 

共通ツールとして、障がい分野から介護分野への移行の流れを図にしたチャート案の説明を受け、双方の立

場から意見交換を行いました。その後、事例を使い、障がい分野と介護分野でどのような関りが持てるか話

し合いを行いました。それぞれの立場、それぞれの制度の理解を深められる、貴重な時間となりました。障

がい分野から介護分野へとバトンを渡すだけでなく、スムーズな移行となるように連携して行い、移行後も

関係性を切ることなく、必要に応じて支援を行う事で、利用者にとって安心感が増すような形になっていく

ことが重要になるのではないかと感じました。   （ 川口 実 ） 

ほっと 

なかせ 

10月 14日(土)グループホームふじみにて、防災訓練を

実施しました。今回は座談会形式で、防災備品の確認・

緊急時の連絡確認・非常食準備の呼びかけ・各部屋の

火の元確認等を実施しました。1時間程でしたが、皆で

話をすることで、個々の防災意識の確認や、今後準備

していくことの確認等ができたかと思います。万が一

に備えた対応について入居者も職員も考え、準備して

いきたいと思いました。        （ 望月 典子 ） 

ひまり 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーサ岡の宮に大きな金木犀の木があり、今オレンジの花が満開で秋の香りを漂わせていま

す。大きな木なのに花は小さく、花言葉は「謙虚」「初恋」だそうです。生い茂った枝に足を

すぼめるような幹のこのフォルムが何だか可愛らしく見えてきました。 

ふくむすび編集部 

 


